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避
難
場
所
な
ど
の
確
認
や
災
害
用
伝
言
サ
ー
ビ

ス
「
１
７
１
」
の
利
用
に
つ
い
て
確
認
し
合

う
。
市
地
震
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
掲
載
の
「
わ

が
家
の
防
災
メ
モ
」
な
ど
を
利
用
す
る
。

※ 

災
害
用
伝
言
サ
ー
ビ
ス
は
、
毎
月
1
日
、
15
日

な
ど
に
体
験
利
用
が
で
き
ま
す
の
で
、
積
極
的

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

 

水
害
へ
の
備
え

7
月
5
日
か
ら
8
日
に
か
け
て
停
滞
し
た
梅
雨

前
線
の
影
響
に
よ
り
、
西
日
本
を
中
心
に
広
範
囲

で
大
雨
が
長
時
間
続
き
、
甚
大
な
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。

水
害
か
ら
身
を
守
る
に
は
、
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
で
自
宅
や
職
場
な
ど
の
日
常
生
活
の
場
所

を
確
認
し
、付
近
の
浸
水
深
、避
難
施
設
や
避
難
所

ま
で
の
経
路
を
事
前
に
確
認
す
る
こ
と
や
、
正
確

な
気
象
情
報
や
避
難
情
報
を
い
ち
早
く
知
り
、
状

況
に
応
じ
た
適
切
な
行
動
を
取
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
詳
し
く
は
「
市
報
ぎ
ょ
う
だ
」
６
月
号
や
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
行
動
・
備
え
が
、
自
分
や
家
族
の
命

を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
実
践
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 
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築
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改
修
工
事
に
つ
い
て
は
耐
震
工
事
費
用
の
23
パ
ー

セ
ン
ト(

上
限
20
万
円)

で
す
。
詳
細
を
建
築
開

発
課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
の
上
、
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
請
は
診
断
ま
た
は

改
修
工
事
を
行
う
前
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
安
全
点
検
を
お
願
い

し
ま
す
。

市
で
は
、
自
分
で
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
点
検
を

簡
単
に
行
え
る
よ
う
に
点
検
票
を
用
意
し
ま
し

た
。
こ
の
点
検
票
は
建
築
開
発
課
で
配
布
し
て
い

る
他
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。
な
お
、
点
検
の
結
果
、
危
険
性
が
確
認

さ
れ
た
場
合
に
は
、
付
近
通
行
者
へ
の
速
や
か
な

注
意
表
示
な
ど
を
行
っ
た
り
、
専
門
家
へ
相
談
し

た
り
し
て
、
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
対

応
を
お
願
い
し
ま
す
。
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建
築
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発
課
☎
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自
助
に
よ
る
災
害
へ
の
備
え 

1  

自
助
と
は

災
害
発
生
時
の
基
本
行
動
は
、
自
助
で
す
。
自

助
と
は
自
分
の
身
は
自
分
で
守
り
、
自
分
の
命
を

自
分
で
助
け
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
大
切

な
家
族
や
近
隣
の
方
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る

防
災
の
基
礎
と
な
る
最
も
重
要
な
も
の
で
す
。

2  

自
助
の
取
り
組
み

○ 

家
具
や
家
電
製
品
な
ど
を
Ｌ
型
金
具
や
突
っ
張

り
棒
な
ど
で
固
定
す
る
。

○ 
食
器
棚
な
ど
の
開
き
戸
は
、留
め
金
を
付
け
る
。

○ 
ガ
ラ
ス
は
、
強
化
ガ
ラ
ス
に
替
え
た
り
、
飛
散

防
止
フ
ィ
ル
ム
を
張
る
。

○ 

3
日
分
以
上
（
で
き
れ
ば
1
週
間
）
の
水
と
食

料
の
備
蓄
を
す
る
。
水
は
1
人
に
つ
き
1
日
約

3
リ
ッ
ト
ル
を
目
安
に
す
る
。

○ 

家
族
で
防
災
に
つ
い
て
定
期
的
に
話
し
合
い
、

は
、
早
め
に
専
門
家
の
点
検
を
受
け
、
取
り
壊
す

か
補
強
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
万
一
、
建

物
な
ど
が
倒
壊
し
被
害
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
そ

の
所
有
者
の
管
理
責
任
を
問
わ
れ
か
ね
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
は
危
険
な
建
物
な
ど
を
造
ら
な
い

よ
う
に
安
全
な
建
築
の
基
準
を
守
り
、
み
ん
な
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

　
住
宅
な
ど
の
耐
震
化
の
ス
ス
メ

耐
震
診
断
お
よ
び
耐
震
改
修
工
事
を
す
る

方
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

市
で
は
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
お
よ
び
耐
震

改
修
工
事
を
す
る
方
へ
の
補
助
制
度
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
対
象
に
な
る
住
宅
は
昭
和
56
年
5
月
31

日
以
前
に
着
工
し
た
一
戸
建
て
の
住
宅
お
よ
び
兼

用
住
宅
で
す
。
補
助
金
額
は
耐
震
診
断
に
つ
い
て

は
診
断
費
用
の
2
分
の
1（
上
限
5
万
円
）、
耐
震

　

 

自
宅
や
周
囲
に
あ
る
建
物
は

　

 

大
丈
夫
で
す
か

6
月
18
日
に
大
阪
府
北
部
を
震
源
と
す
る
地
震

で
小
学
校
プ
ー
ル
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀

が
倒
壊
し
、
小
学
生
が
下
敷
き
と
な
る
事
故
が
発

生
し
ま
し
た
。過
去
の
地
震
に
お
い
て
も
、家
屋
や

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
が
倒
壊
し
、
人
命
や
建
物
な
ど

に
被
害
が
生
じ
る
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
倒
れ
た
家
屋
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
道
路
を
ふ
さ

ぎ
、
避
難
や
救
助
・
消
防
活
動
を
妨
げ
る
こ
と
に

も
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
被
害
を
防
止
す
る
た

め
、
既
存
の
建
物
な
ど
で
老
朽
化
し
て
い
る
も
の

や
正
し
い
工
事
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て

　

 

防
災
情
報
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
デ
ー
タ

　

 

放
送
で
も
確
認
で
き
ま
す

災
害
時
に
市
か
ら
発
表
さ
れ
る
避
難
情
報
お
よ

び
避
難
所
開
設
情
報
な
ど
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ

ビ
の
デ
ー
タ
放
送
で
も
配
信
さ
れ
ま
す
。

デ
ー
タ
放
送
は
テ
レ
ビ
の
リ
モ
コ
ン
操
作
の
み

で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
パ
ソ
コ
ン
を
お
持
ち

で
な
い
方
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

ぜ
ひ
、
デ
ー
タ
放
送
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
行
田
市
は
自
然
災
害
が
少
な
い
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
。
し
か
し
、平
成
23
年

に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
は
震
度
5
強
を
観
測
し
、
4
人
の
人
的
被
害
の

他
、
1
千
件
を
超
え
る
物
的
被
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
近
年
で
は
大

雨
に
よ
る
被
害
も
多
く
、
昨
年
の
台
風
21
号
で
は
市
内
各
地
で
床
上
浸
水
1

棟
、
床
下
浸
水
12
棟
の
被
害
が
出
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
行
動
・
備
え
で
自
分
の
命
を
守
り
、社
会
全
体
で
の
被
害
を
最
小

限
に
と
ど
め
る
た
め
、
こ
こ
で
は
、
防
災
対
策
で
最
も
大
切
な
「
自
助
」
に
よ

る
災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

平成23年の東日本大震災時には友好
都市である白河市の「下水道災害復旧支
援業務」に、平成28年の熊本地震では熊
本県の「被災宅地危険度判定業務」の復
旧支援で被災地に派遣されました。
いずれの被災地においても、震災直後
は水の確保やトイレが使用できず、本当
に困っていたとのことです。予想できな
い災害に対し、自宅近所の避難所がどこ
なのか確認しておくことや防災用品を
備蓄しておくことなど、普段から災害に
備えることの大切さを痛感しました。

災害復旧支援業務に携わった
市職員から市民の皆さんへ

建築開発課 主幹  中島延雄

（撮影協力：埼玉県防災学習センター）
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災害に備えましょう
9月1日は「防災の日」です


